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カナブンの色彩変異と分布について

(兵庫県昆虫相資料・286）

高橋寿郎

カナブン烏ezc"jWy"0"物加α岬0"i"(Hope)は，有名なシーポルトが日本で採集

した標本（産地不明）をライデンのDeHannがF､W・Hopeに送り, Rho獅加"〃"α

”0犯允αHopeと新種記載された(Hope, 1841) . これが本種に学名が与えられた

初めである．

Bunneister (1842)はR加加加"""α”αﾉ伽q,Rc帥βα”の2新種をJapan産で記

載しているが， ともにカナブンのことである（中根(1979)は1976年にライデン

の自然史博物館でシーボルトが日本で採集したクワガタムシを中心にした甲虫を

調べた結果を発表しているが， どの種も日本の詳細な産地を記していない．その

ような記録はないのかもしれない． また最近，上田(1970)がシーボルトの標本

を調べ，その結果を発表している．いろいろ参考になるが，具体的な甲虫につい

ての報告はない） ．

Motschulsky (1860)は日本からRho沈加"""αc卯""Bunneisterを記録したが，

日本の産地名は記されていない．

Waterhouse (1875)は"R加加加"""αjtW"此αHope, verycommon inall the

igl2nds'' と記し，初めて本種が日本では普通種であるという記事が出てくる．

具体的な本種の日本での記録はそれまで出てこなかったのであるが, Harold

(1876)はHiogo (神戸）産を初めて報告している．ついで, Heyden (1879)

もHiogo産134早を記録している(Hiogoは神戸のことであり，採集者は当時

神戸にいたIPnZという商人) .

その後もヨーロッパ人による本種の記録はあり，具体的な産地と産出状況など

について詳しく報告されたものとしては, Kolbe (1886)がある．その報告では

"InJapanaufaUenlnselnundauchmChinagefimden.Fusan-S6ul6.Juli-15.August.

1884”と日本と中国の産を報じるとともに朝鮮での産地を明記している． Lewis

（1887）は砂o獅伽γｿ仇吻αc妙eα彫Hope,Rse9""加沈郷耽"Thoms.,RWZ""Thoms.を

全てRj"""のシノニムに処理している．同時にR"po卯允αについて"'ITTis
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variablespeciesisextr･emelyabundant,andontreeMr.Pryerhastakenl25specimensin

twenty-fOurhourfと初めて具体的な数字を示して本種が非常に多くいることを

報告している．

松村(1898)には，本種は図もついて学名はR"0加如"仇加αj"0"ic"Hopeで出て

くる(p. 173) ． これが邦人による初の図での紹介になるのではないだろうか．

松村(1906)でも図示をしており， これは日本で初めての図鑑図示になると考え

られる(p.81,pl.47,f.5) .

Arrow(1913)の論文では， 本種には単に学名だけが与えられて

(ZWy"o"物加α属) , なんらコメントはついていない．

Schenkling (1921)のW. JunkColeop. Cat.にもRﾉ"畑加""""(R加加加"ｲz〃α）

j"0"icaで示されている. Siidchina :Kiang-siから記載されたR妙伽Nonfr.は，

本種のシノニムにされている．

新島・木下(1923)では記載文とともに産地としてChina,Korea(Fusan-S6ul),

Japan(verycommoninall theislands), 熊本，東京，熱海，秩父，京都，播磨が示

されており， 同時に“本種は最も普通種なるも北海道に産せず．変種の記載され

たものあり．即ちvar. c"""Bunn. にしてその形短く幅広きものなり． しかれ

ども予等の標本にては形状，色彩において多少の変化を認む以外特に区別し難い”

と述べている．

Okamoto (1924)は済州島の昆虫相をまとめたが， そのなかでカナブンについ

て次のように記している． "R肋"2助"伽"α"0"ic"Hope.Onlyonespecimentaken

bytheauthorandT・KurisueinlateJune, thisiscloselyalliedtothetypicalJapanese

fOnn・ It isrelativelyrareinKorea,butverycommononalltheislandsofJapan.Found

alsoinChina(Kolbe).''

カナブンには形が短く幅広のものがいたり，色彩の変化が若干あるという点は

新島・木下(1923)も述べているが，加藤(1933)による原色図鑑でカナブンの

変種としてアオカナブン的色彩をした標本が図示されている．小寺(1933)は，

カナブンにはアオカナブンと色彩的に非常によく似た個体があり，両者の区別は

困難であると図を入れて紹介した． しかもその文中で， カナブンは色彩変化に富

んでいて， クロカナブンとしか思われないような藍黒色でカナブンの域を脱して

いるもの， さらにはほとんど赤色に近いものがいると記している．

その後，色彩変化についてどのような関心があったのかを文献によって眺めて
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みることにする． もっとも充分な文献を所有していないので， はなはだ不充分な

ものとなっている．

関(1933)では“ルリカナブン（仮称）勘0"z60"物加a sp･ クロカナブンとア

オカナブンの間のようなもので全体黒藍色で前胸背は明らかに藍色である. 1928

年採集せるものでそれ以来得たことなし． クロカナブンの変種かと思われるが不

明”とされている．

蓮見(1934a)では“コンイロカナブン（仮称)Rho柳加"力加asp. 1933.8.2

に採集せるものにして全く黒藍色にして前胸背は藍色，後翅の色はクロカナブン

よりアオカナブンに似る．先に関公一がVol. 1,N0.3に書かれた甲虫目録中のル

リカナブン（仮称）ならんか？” としている． 関(1934)は0!Rho畑加"物加α

"電"S2''nderSアオグロカナブン”と学名までつけて記録している． これは加藤

（1933）に図示されているものによっていると考えられ（実際は光沢がこれほど

でなく体型も異なる） ， “砂0加加γ7""α卸0"iCaには変化多く，その色彩・体長

にも種々のものがある． R況邦此0〃γと同様の色彩を有するものも居る”といった

コメントもついている．

加藤(1935a)はカナブンの色彩変化について“カナブンの一種で全体が暗赤

紫色のものが時々アヲグロカナブン（？） として記録されるが， これはカナブン

の変種で，真のアヲグロカナブンR犯惣wSallnd_は翅鞘端が強く鰊状に突出して

いるので明瞭に区別出来る”とし，加藤(1935b)では“茶褐色又は青茶褐色，

時として著しく緑色を帯ぶるもの又は青紫色のものもある'， と記している．

福田(1935)は宇都宮付近での観察記録として“カナブンR加加加""”

j"o""Hope変種の記録．全体暗青紫色を呈するもので，今迄各地よりアオグロ

カナブン（？）として報告せられたるものを指すもので，今夏市外峯高農付近の

櫟林にて2頭採集す．黒羽町付近にて現在まで7頭採集せられて居り， これから

推して本種の当地方に於ける分布は比較的多いようである'， と報告している．

樋田(1937)は三重県の本種について"sp. アカカナブン（仮称) , カナブン

に類似するも美麗なる赤紅色を呈し，別種と思はれる．或はカナブンの変種なら

んか”と報告している． 1930年代は，わりとカナプンの色彩変化についての報告

を見ることができる．

石田（1973）は“伊豆式根島のカナブンでは色彩はすべて緑色に赤銅色を帯び

る型で，その中に赤味の強いもの（特に翅鞘の赤いもの）が281？あった．す
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べて緑色を基調とするものであり，本州で稀にみられるアオカナブンに類するよ

うな緑色ではなく， これよりうすい感じである”としている．

さらに石田・伊藤(1976)は“伊豆諸島のカナブンは，緑色を基調としてこれ

に銅～赤銅色光沢をおびるもの，全く緑色のもの，銅～赤銅色でわずかに緑色を

おびるもの，本州のものの変異の範囲に入るものである”とかなり詳しく色彩変

化に言及している．

図鑑類には本種の色彩変化について言及したものがあまり見当たらないが，伊

賀（1955）では色彩変化を“通常褐色味をおびた青銅色光沢のものが多いが，著

しく赤味を増すものより青味をおびた一見アオカナブンに似たもの， また稀に紫

藍色光沢をおびるものまである．樹液に集まるごく普通の種である（属名は

乃乃"20"物加α－筆者注） ”と解説している．

日高（1982）では， カナブンの色彩変化と題し，基本型・緑色型・赤色型の色

彩変異があるとして， この8型のカラー写真が出ている．

黒沢（1985）では， カナブンについて“つやのある唐金色，赤または緑を帯び

ることが多く， ときに全体が赤銅色，緑色，藍色，藍黒色，赤黒色を呈す．樹液

熟果に集まる”と解説している．

戦後，特に最近では，各地での本種の記録はあっても，その色彩変化について

詳しくとりあげた報文はあまり目にすることがなくなったような気がする． これ

は本種が日本全土に産する最普通種（実際にはそうではないようだが）であるこ

とが災いして，あまりこの種について関心が払われていない結果と思われる．都

市周辺では戦前に比較して，比較的個体数が減少したというか目にふれる機会が

少なくなってきていることも原因のひとつかとも思う．

ところで兵庫県産の色彩変化については，それほど顕著な変化が見られない．

緑色を基調として全体が赤銅色，緑色といった一般的な変化が見られるが，赤色

が強いといった傾向のものはほとんど見られない．だがそれらに混じって，かつ

て関(1934)が名づけたアオグロカナブンにぴったりの色彩をした個体が得られ

ている．並べると，色彩ではカナブンと同一種と思われないような藍黒色の色彩

をした個体群である． このようなカナブンは全国的に見られるものかどうかよく

わからない．筆者の手許にあるのは，次の個体である（いずれも兵庫県産） ．

能勢妙見山（1早， 1982-Ⅶ-30） ．川西市多田（13， 1959－Ⅶ-16） ．神戸市
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烏原（1早， 1965-Ⅷ-8, 18, 1966-Ⅷ－7） ，須磨天上川(18, 1939-m-18) .

明石市明石公園(18, 1978－Ⅵ-29, 13, 1978-W-12) .加東郡社町三草(1

早， 1989-Ⅶ－6） ．

多くのカナブンのなかで，非常に目立った異なる色彩のものが得られている．

これは単に突発的に出てくるものなのか，それともこのような色彩のものがある

程度出てくるものなのかよくわからない．広い範囲での多産地の個体によって色

彩変化のパターンがあるのかどうかを調べると面白そうではあるが，かなり困難

な点があろう （最近，大阪のS社からカナブンの色彩変化ということで和歌山県

有田郡湯浅町山田で採集されたカナブン1589早-538早 1993年7月10日，

568早 1993年7月21日， 538早 1993年7月30日採集一を送ってもらった．

色彩変化があり大体において兵庫県に産するものと同じくらいの変異のように思

われるが，なかにかなり赤味がかったものが288早あり， うち1早は特に赤味

がかっていた． このような標本は兵庫県下で採集したものではほとんど見たこと

がない．御坊市亀山産181早 （1993･Ⅶ。10)は緑～青色として送ってもらった

が，筆者が前に記した兵庫県産の藍黒色の個体はより濃藍黒色を呈しているもの

である） ．

さて， カナブンの分布はどうであろうか. Waterhouse (1875)が!@very

commonall theislands'' と書いて以来， 日本では普通種ということで現在にいた

っているが，本当に日本全国に普通にいるのだろうか．

カナブンは北海道には分布していないというのが定説のようであるが，古く次

のような記録がある．柳田(1939)は函館近傍湯ノ川(1936.Ⅷ・7)を記録して

“北海道より最初の報告である” とのコメントもつけている（もっとも

Motschulsky (1860)が記録しているのは産地不明． Motshulskyの使用した材料

は北日本，北海道産のものが多いようである） ． アオカナブンの同定間違いとい

うことが考えられないこともないが（アオカナブンは北海道に分布しているよう

である） ，近縁のクロカナブンも北海道にいないとされていたが, 20年以上も前

に採集されていたという記録（函館産）が最近発表されている（荒木, 1991) .

カナブンが確実に北海道に分布していると断言できる資料は現時点ではないよう

に思われる（北海道を分布に入れた報文は竹内(1940)があり，図鑑類では平山
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(1940)がある．松村(1931)では“北海道に産せざる如し”と書かれている．

最近ではMikSi6 (1977)も北海道を産地として記録している) .

ついで東北地方はどうであろうか．筆者が文献調査をした限りでは，青森県と

秋田県でのカナブンの記録には出会っていない．岩手県は竹内(1940)の報告に

“殻斗科植物の樹液に集来するもあまり多からず”とあり，産地データなどがま

ったくない．

宮城県の記録は，次のようなものがあった．山路(1935)には種名のみにてコ

メントなし．渡辺(1937)には“カナブンは僅か1早 （宮城県・金華山島） しか

採集出来ていない”とある．宮城県仙台第二高等学校生物部の報告(1987)では

“カナブン7－8月”とあって，産出についてのコメントはない．吉越(1987)

は仙台北西丘陵（北山）のクヌギの樹液から1ex・を記録している．渡辺(1989)

でも， カナブンは少ないのか，東根と荒島の2例しか収録されていない．

山形県は，板垣(1964)によると“カナブン(Tb"0"仇加α属) ,低山地，平

地”とあるが，具体的な記録その他コメントがない．桜井(1984)によると， カ

ナブン酒田山一飯森山，鶴岡市一金峰山の2例のみで，産地についてのコメント

はない．酒田市の飯森山，周辺のクリ林にアオカナブン， カナブン， クロカナブ

ンの8種が豊産していたが，近年はクロカナブン， カナブンの2種の姿をほとん

ど見ることができなくなったともある．

福島県は，蜂谷（1976）によると， カナブンは夏の盛りに雑木林の樹冠上を飛

ぶこともあるとしているが，具体的な産地は示されていない． さらに真黒川流域

に産するということでカナブンの名は出ている．

新潟県の記録は， 中根・馬場(1960)にわりあいと多く見られ, Echigo:

Shibata,Migata,Mt.Yoneyama, 1s,Awashima・ Sado : Suhunegi,Katabe,Kawamoto,

Mt.Donden.Ogawam-toge,Suizu, 'Ihssha,Matsugashiがあげられている．長島(1978)

は，新潟県西蒲原郡巻町角田山麓にカナブンがいると記録している．小池(1982)

は，佐渡島と粟島を含む県下各地に分布するとカラー写真をつけて記録している．

以上のように，宮城，福島，新潟県には多い少ないはあるものの分布している

ようであるが，青森県と秋田県でのカナブンの記録を見ることができなかった．

最近，青森県在住の尾崎俊寛氏から東北地方のカナブンの分布についての情報を

頂いた(1992･8私信）が“青森県では採集したこともないし記録もないので

はないか，山形県の記録はあるが名前だけなのであまりはっきりしない，岩手県
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と秋田県に関してはおそらくいないものと思う”とのことであった．

次に，関東地方あたりまでの記録のいくつかを眺める．

茨城県では， 日置(1973)によると“カナブン(Tb7y"o"""""0"たα）多い”

とある．小倉(1988)は水戸市の記録を1例あげているが，産出についてのコメ

ントがついていない．

栃木県では，蓮見(1934a)は“アヲグロカナブンRh0"Wff""α邦噌ｿtz Salmder｡

栃木県那須郡黒羽字堀之内地内でケバネカナブンに酷似して著しく赤褐色のカナ

ブンを採集”という面白い解説をしている． また，前掲の福田(1935)がある．

稲泉(1972)の記録では和名だけしか出てこない．

群馬県では，小板橋(1935)が“カナプン発生期6月上旬より9月上旬までの

間， クヌギ又はナラの樹間に多数集合し樹液を吸収し居るのを多く見る．極めて

普通種なり”と報じている．須田(1985)は沼田市，伊勢崎市の記録を行なって

いるが， コメントはない．

埼玉県では，戸田市立郷士博物館(1989)にコメントはついていないが2カ所

の産地が記録されている．

富山県では， 田中(1939)による古い記録があるが， こちらも種名のみで山地

帯に産するというコメントがあるのみ．

千葉県では，沼田・大野(1985)には単に種名のみ．山崎(1985)では産地は

多く記録してあるがコメントはない．

東京を中心とした関東地方，伊豆諸島，伊豆半島には， カナブンはまず普通に

いるのではないだろうか（野村, 1969,石田, 1973～1986) .

長野県では，降旗(1979)が述べているようにカナブンは暖かい地方に分布す

る種類で，県南部の伊那地方，木曾地方などでみることができるといった状況の

ようである．

そしてここから西南の本州各地には普通にいる種となるようであり，その分布

は石田・藤岡(1988)によると，本州，粟島，佐渡，伊豆（大島，利島，新島，

式根島，神津島） ，四国，高知沖ノ島，九州，壱岐，平戸島，対馬，大隅黒島，

屋久島，済州島，朝鮮半島，中国となる．

日本では屋久島が一番南の分布地のようである．朝鮮の状況はKim(1978)

によると割合広く分布しているようであり，個体数もそれほど少ない種ではない

ように思われる． Mikgi6 (1977)の有名なモノグラフによると，検視標本のな
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かにHokkaidol3, 'Ihiwanl32平といった注目すべき標本があることがわか

る．台湾に本種が分布していることを報じているのは， この論文以外知らない．

中国大陸ではどのように分布しているのかよくわからないが, MikSi6 (1977)

はわりと産地を書いている． 中央から南のほうに広く分布しているのではないだ

ろうか．筆者の手許にも中国産カナブンと思われる標本が何頭かある． 3交尾器

は日本産のものとあまり違いはないが，厳密に見ると若干の相違が見られる（個

体数が少ないので色彩変化についてはあまり目立った点は見られない） ． また，

ベトナム北部には亜種ssp.""た伽""a (Reuter, 1965)を産し，筆者の手許にも2

8がある． こちらの8交尾器のほうが日本産により似ているが，やや光沢があり

色彩は緑色を地に若干赤味がかった色をしている．

分布がかなり広い種であり，中国大陸あたりにも多く産するのではないかと考

えられる． 日本では北海道ならびに青森，秋田県あたりの分布状況がよくわから

ない種である．台湾に分布しているかどうかもよくわからない． 日本に普通に見

られる種といえそうであるが，全国的に普通種とはいえないと考えられる． 自然

変化，環境変化で都市部あたりでは次第にお目にかかり難くなったり， なりつつ

あるようにも思われる．

（付記）本校脱稿後，酒井（1993）による美しいカラー図版付きの“日本および

台湾産のカナブン類”なる論文が発表された．そのなかでカナブンの色彩変異に

ついても言及しているし，島喚においてわずかながら地理的な変異も認められる

といった興味ある記述もある．分布については北海道には分布せず，東北地方で

も稀のようであるとも述べている．
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